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1. 概要 

本資料は、RAD-Star 21をネットワークタップとして使用する方法について具体例を用いて解説致します。 当社

Vehicle Spy32及び RS2 を使用して車載 Ethernet（BroadR-Reach®3）のメッセージ送受信状態をモニターすること

ができます。  
本資料は BR の信号送受信装置として、当社の Ethernet EVB4を使用しております。 EEVB の使用方法につき

ましては以下の当社ウェブ上の資料を参照下さい。 
 
http://www.intrepidcs.jp/3506921697125101249112517124501252312420201812709626360.html 
 
又、本資料は VSpy3 の基本操作が理解できている方を対象としておりますので、VSpy3 の基本操作につきまして

は、当社ウェブ上の資料及び以下の教育用ヴィデオをご覧ください。 
 
http://www.intrepidcs.jp/vehicle-spy-3-3529935500124991248712458.html 
 
RS2 の詳細説明は別途提供の”RAD-Star2 User’s Guide”を参照下さい。 
 

2. 構成 

2.1. ソフトウェア 

1. 以下より“RCvspy3_install.zip (rev 801.78)“をダウンロードして下さい（今後バージョンアップの可能性があります） 
 

https://www.intrepidcs.com/support/update-files/ 
 
2. 上記ソフトウェアの解凍時に以下のパスワードが必要となります。 

 
vspy3-Pro 

 
3. インストール後にライセンスファイルの設定を行って下さい。 ライセンスファイルは VSpy3 のライセンス購入後に担当者にメ

ールでお送り致します。 
 

 
4. VSpy3 起動後、上記のようにバージョン情報が表示されます。 今回は 3.8.1.78 を使用します。バージョンアップがあった場合

は上記バージョン番号とは異なります。 
 
5. ライセンスファイルの設定方法やインストール方法の詳細につきましては以下のウェブページ上のインストールマニュアルを参照

下さい。 
 

http://www.intrepidcs.jp/3506921697125101249112517124501252312420201812709626360.html 
 
  

                                                                  
1 以下 RS2 と記します。 
2 以下 VSpy3 と記します。 
3 以下 BR と記します。 
4 以下 EEVB と記します。 

図 2.1.1 
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2.2. ハードウェア 

 

 
 

2.3. 事前準備 

1. EEVB の Node A 及び Node B へ”Ethernet EVB Input Output.vs3“を書き込ます。”Ethernet EVB Input Output.vs3“は

VSpy3 の Example から選択して下さい。 
 

 
2. EEVB、RS2 間 BR ケーブルはいずれにも付属していない為、別途製作する必要があります。 
3. RS2、PC 間 Ethernet（10/100/1000 BASE-TXT）ケーブルは RS2 付属ケーブルが使用できます。 
  

図 2.2.1 

Node A 

Node B 

MAC: 00:FC:70:00:00:01 

MAC: 00:FC:70:00:00:02 

データ構成（Node A,B 共通） 
Byte15,16： ポテンショメータ値 
Byte17： シーケンス No 値 
Byte18： プッシュボタン値 

2pin: BR(+) 
3pin: BR(-) 

2pin: BR(+) 
3pin: BR(-) 

3pin: BR1(-) 
4pin: BR1(+) 
7pin: BR2(-) 
8pin: BR2(+) 10/100/1000 

BASE-TXT 

VSpy3 上での Network 表記は以下となります。 
- BR1:OP(BR)ETH01 
- BR2:OP(BR)ETH02 

PC 

10/100/1000 
BASE-TXT 

EEVB RS2 

  EEVB          RS2  
3pin: BR(-) -> 3pin: BR1(-) 
2pin: BR(+) -> 4pin: BR1(+) 
3pin: BR(-) -> 7pin: BR2(-) 
2pin: BR(+) -> 8pin: BR2(+)   

図 2.3.1 
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3. EEVB動作概要 

1. Node A 及び Node B には”Ethernet EVB Input Output.vs3”が書き込まれている為、各ノードは”Ethernet EVB Input 
Output.vs3”のピログラムに従って以下の動作を行います。 

 
1)  Node A から Node B へポテンショメータの値、シーケンス No 値, プッシュボタン値のデータを送信。 

 
Node A(MAC: 00:FC:70:00:00:01) ->  Node B(MAC: 00:FC:70:00:00:02) 
データ構成： 
Byte15,16：ポテンショメータ値（基板上に実装されている可変抵抗器の値を読み込み送信） 
Byte17： シーケンス No 値（0 からカウントアップしていく値） 
Byte18： プッシュボタン値（基板上に実装されているプッシュスイッチの値（0 又は 1）を送信。 

 
2)  Node B から Node A へポテンショメータの値、シーケンス No 値, プッシュボタン値のデータを送信。 

 
Node B(MAC: 00:FC:70:00:00:02) ->  Node A(MAC: 00:FC:70:00:00:01) 
データ構成： 
Byte15,16：ポテンショメータ値（基板上に実装されている可変抵抗器の値を読み込み送信） 
Byte17： シーケンス No 値（0 からカウントアップしていく値） 
Byte18： プッシュボタン値（基板上に実装されているプッシュスイッチの値（0 又は 1）を送信。 

 
 
2. ”Ethernet EVB Input Output.vs3”では、Node の区別を行っており、それぞれの Node によって MAC アドレス値を変えてます。 

4. RS2動作確認 

4.1. VSpy3初期設定確認 

1. VSpy3 のインストール及びライセンスファイルの設定後、PC と RS2（+12V の電源供給状態）を Ethernet ケーブルで接続して

VSpy3 を起動すると以下のように RS2 のシリアル番号が表示されることを確認して下さい。 シリアル番号が表示されない場合

は”2.1 ソフトウェア”の項を再確認して下さい。 
 

 
2. 上記 4.1 項１の状態（RS2 に BR ケーブルを接続していない状態）では RS2 上“BR”の緑 LED が点滅しています。 
  

図 4.1.1 
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3. VSpy3 起動後に Select Hardware を選択してハードウェアを選択して下さい。 
 

 
4. ハードウェア選択後、”Configure Hardware” -> “Connect” と進み、RS2 のハードウェアコンフィグレーションを確認します。 
 

 
 
  

図 4.1.2 

図 4.1.3 
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5. OP (BR) ETH1 及び OP(BR)ETH2 に✔が入っている事を確認。 もし入っていなければ、✔を入れ “Write Settings”を押下し

て BR 機能が使用できるように設定して下さい。 
 
6. ハードウェア選択後、”Configure Hardware” -> “Connect”押下後、RS2 と VSpy3 のファームウェアバージョンが異なる場合は、

自動的にファームウェのアップグレードが始まります。 
 

 
 
7. RS2 のファームウェのアップグレードのタイミングによっては以下のようなエラーが発生する時があります。 その場合は

VSpy3 をオフ又は、VSpy3 及び RS2 電源をオフした後、再度”Configure Hardware” -> “Connect”押下を行ってファームウェアの

アップグレードを行って下さい。  
 

 
 

  

図 4.1.4 

図 4.1.5 
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4.2. BRケーブル接続時の確認 

1. RS2 に EEVB からの BR ケーブルを接続し EEVB の電源を入れます。その後、“Run Monitor Only”を選択します。 
 

 
 
2. “Run Monitor Only”を選択後、状況によって”Vehicle Spy setup baud rates do not match current hardware baud rates”が表示さ

れる場合がありあす。その場合は“Use Setup Baud Rates”ボタンか”Use Hardware Baud Rates”ボタンのいずれかを押下しま

す。 通常は”Use Hardware Baud Rates”で問題ありません。 

 
 
3. “Run Monitor Only”後データモニターが始まると、RS2 上の LED は以下の状態となります。 
 
 以下に N_PCI の詳細を示します。 

名称 LED 点灯/点滅状態 意味 
BR 緑点滅 現在の表示が BR 関連の表示 

LINK 1 緑点灯 BR 1 のリンク確立 

ACT 1 緑点滅 BR 1 がアクティブ状態 

MODE 1 緑点灯 マスターディバイスとして設定 

SIG 1 緑点滅 PHY CH1 通常動作 

LINK 2 緑点灯 BR 2 のリンク確立 

ACT 2 緑点滅 BR 2 がアクティブ状態 

MODE 2 青点灯 スレーブディバイスとして設定 

SIG 2 緑点滅 PHY CH2 通常動作 

CAN LIN なし 緑点滅時、現在の表示が CAN/LIN 関連の表示 

表 4.2.1 
 
  

図 4.2.1 

図 4.2.2 
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4.3. モニター（シグナル設定なし） 

1. “Run Monitor Only”により実際に BR 側で流れているデータの確認を行います。Columns を“Ethernet”にします。 
 

 
 
2. OP(BR)ETH01 上で以下のデータの流れがわかります。 その際のペイロード部のデータも確認できます。 
 

Node A(MAC: 00:FC:70:00:00:01) ->  Node B(MAC: 00:FC:70:00:00:02) 
 
3. 同じく OP(BR)ETH02 上で以下のデータの流れがわかります。 その際のペイロード部のデータも確認できます。 
 

Node B(MAC: 00:FC:70:00:00:02) ->  Node A(MAC: 00:FC:70:00:00:01) 
  

図 4.2.3 

図 4.3.1 

Node A,B 共通 

Byte15,16： ポテンショ y メータ値 

Byte17： シーケンス No 

Byte18： プッシュボタン 
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4.4. シグナル設定 

1. ここからはシグナルの設定を行います。 VSpy3 の“Messages Editor”を開き、”Receive”タブ選択、”On Network”か
ら”OP(BR)ETH01“を選択します。その後”+”を押下してメッセージを追加します。 

 

 
 
2. ネットワーク”OP(BR)ETH01”対して、メッセージ名、シグナル名を追加変更します。 今回は以下のように設定します。 
 

 
 
 
 
  

図 4.4.1 

図 4.4.2 
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3. 同じく、”OP(BR)ETH02”に対してメッセージ名、シグナル名を追加変更します。 今回は以下のように設定します。 
 

 
 

4.5. モニター（シグナル設定後） 

1. “Run Monitor Only”を選択します。今度は先に設定したメッセージ名でデータが表示されます。 
 

 
  

図 4.4.3 

図 4.5.1 
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2. Filter 列の”＋”を選択すれば、先に設定したシグナル名で各データが表示されます。 
 

 
3. “Plot Signals”を使用してデータを波形表示させ、EEVB 上のポテンショメータ、スイッチ等を操作して下さい。 それに応じて

波形データが変化します。 
 

 
 
 
 

  

図 4.5.2 

図 4.5.3 
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5. その他 

ご質問は icsjapan@intrepidcs.com までメールでご連絡お願いします。 
 

6. 変更履歴 

 
日付 バージョン 変更内容 作成者 
2017/09/06 1.0 初版。 春川 
    
    
    

表 6.1 変更履歴 
 

7. 用語一覧 

Vehicle Spy 3 (VSpy3) 当社ソフトウェア製品名。複数のバージャンが存在します。 詳細は以下参照下さい。 
https://www.intrepidcs.com/products/software/compare-vehicle-spy-versions/ 

BroadR-Reach Broadcom 社が車載イーサネット用に開発したデータ伝送技術。BroadR-Reach は Broadcom 社

の登録商標です 
  

表 7.1 用語一覧 
 
 
 
 
 


